
 

 

 

 

 

 

 

 

県では、海洋プラスチックごみ問題をテーマに、次世代を担う高校生～20 代の若者がこの問題

を自分事として捉え、企業等と連携・共創しながら問題解決に向けたアイデア創出をサポートす

る次世代未来共創プロジェクト「ゼロチャレ広島」を、11 月から２月の期間で実施しており、今

回、プロジェクトの成果発表会として、アイデアコンテストを開催します。 

万障繰り合わせの上、ぜひご取材下さいますようお願い申し上げます。 

 

 また、このプロジェクトは、「GREEN SEA 瀬戸内ひろしま・プラットフォーム（略称「GSHIP
ジーシップ

」）」

の取組の一つとして、GSHIP 参画会員の企業・団体にもご協力いただいており、当日は協力会員に

その場で評価していただき、優秀アイデアの表彰を行います。 

 

 

【コンテスト概要】 

日 時  令和６年２月 18 日（日）13:30～15：30 （受付 13：00～） 

会 場  サテライトキャンパスひろしま大講義室（広島市中区大手町１－５－３） 

      ※広島県民文化センター５階 

出席者  高校生～20 代の県内の若者 約 40 名、玉井副知事 外 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

広島県 環境保全課 秋山・増田・樽谷 TEL 082‐513‐2925 

 

～ 若者発！ 海洋プラスチック問題の解決アイデアコンテスト ～ 

２／１８(日)１３：３０～  

次世代未来共創プロジェクト「ゼロチャレ広島」成果発表会を開催 

     

※GSHIP について：瀬戸内海に新たに流出する海洋プラスチックごみの量を 2050 年までに「ゼロ」にすることを目指して、 

広島県が官民連携組織体として令和３年６月に設立したプラットフォーム。現在、121 の団体・企業等が参画 

資 料 提 供      

令和６年２月13日 

課 名 環境保全課 

担当者 秋山 

電 話 082-513-2925 

内 線 2925 

 

※ 



アイデアコンテストについて 

 

● 高校生～20 代の若者約 40 名が７チームに分かれ、チームごとにアイデアを発表 

● コンテストは、アイデア発表５分間のピッチ形式で実施 

● 発表ごとに、講評者から質疑・コメントを行う 

● コンテストの様子は、オンラインで同時配信 

● 「最優秀賞」「GSHIP 賞」「オーディエンス賞」の３区分で表彰 

 

【当日スケジュール】 

 令和６年２月 18 日（日）13:30～15：30 （受付 13：00～） 

  13:00～ 受付 

  13:30～  開会、副知事あいさつ 

  13:35～  アイデア発表・講評者４名によるコメント（チームごと） 

  15:00～ 休憩・評価結果の集計 

  15:15～ 受賞者の表彰 

  15:30  閉会 

 

【講評者】 

・広島県副知事 玉井 優子 

・株式会社 Gab 代表 山内 萌斗 氏 

・叡啓大学 ソーシャルシステムデザイン学部 准教授 早田 吉伸 氏 

・JICA 中国 市民参加協力課 新川 美佐絵 氏 

 

【表彰アイデアの選定方法】 

 すべて、当日に評価・採点して、受賞チームを決定します。 

・「最優秀賞」：講評者４名による評価 

・「GSHIP 賞」：アイデア創出プロジェクトの協力企業・団体による評価 

・「オーディエンス賞」：オンライン視聴者による評価 

 

【ゼロチャレ広島の内容】 

・①知る（現状把握）→②考える（共創）→③共有（共感）に沿ったプログラムを展開 

・令和５年 11 月～令和６年２月の期間に、月１回、ワークショップ等を開催 

 

  

これまでの取組の様子は

こちら 



 
 
 

２月１８日（日） 
次世代未来共創プロジェクト「ゼロチャレ広島」成果発表会 

 

【ＦＡＸ番号】０８２-２２７-４８１５ 

【メールアドレス】kanhozen@pref.hiroshima.lg.jp 

広島県 環境県民局 環境保全課 瀬戸内海環境戦略グループ 増田・樽谷 宛 

 

 

御社名 

 

 

 

所属・ 

 

  ふりがな  

ご芳名  

所属・ 

 

  ふりがな  

ご芳名  

ご連絡先電話 

（    ）   － 

ＦＡＸ 

（    ）   － 

 

 

留意事項 

◆誠にお手数ではございますが、取材申込の場合は、２月 16 日（金）17 時までに、本票

にてお知らせ下さいますようお願い申し上げます。 

※お申込をされていない場合でも取材可能です。 

◆本返信用紙にご記入頂いた個人情報は、個人情報保護法の主旨に照らして、適切かつ慎重に

取り扱わせて頂きます。  

 

取材申込書 


